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急閣柑轄(以下川・A即司の患者の死亡掴ま40-70%
と働楠く、その知掴子や予街こは多くの因子が関与し羽月

な点が多い。そこで刻勝Al.l畑 S患者の予衡こ影響を与

える因子を耐~に樹したので報告する。

対象と方去

1991年から1999年までのi臨時間こ楠阻jに入室

した患者側5名を対象とし、かレテや剛X線写駄 どから

凡H.J司DSを3郷iLtこ。
叫.AR)Sとi参院れた患者の年齢糊IJ、生死ステロイド

の使用の有無、粧品中の白血球数、死亡前日を除く最低の

P/F r動、コレステロール、LDH、C峰、TP、刈b、CRP、AT
E、Dダイマーをカルテより抽出し、繍項目とした。また入室

崎のAPA倒 EIIを計算した。

備地、生存群と死廿割こ分け、対TtQ)ない 2群間こよるt

検定を侃¥Pく0.05で有意差ありとした。制面ま平均値を札

た。

結果

MむS患者ま52伊IlAl.l患者ま5伊陀あった。これは阻jの

総入讃数の1.3%にあたった。疾患の内調ま、附萩患と

して、肺炎8飢牒炎8飢醐鶏7伊u棟前伊L敗胸部

飢同吸不全2伊u棉肇1飢羽月 4仇州菊婦として、

術御職10伊L手術侵銅こよるもの5伊L縫合不全4飢外傷

1伊陀あった。

Al.l' AF司DS患者の死亡掴ま70%(死亡数40名)と高率であっ

た。慢による死亡痢こは差をIDめなかった。ステロイドを使
胤た却は46名(81%)であった。ただステロイド使購と
1搬用群で死亡率(恥13首)に差を認めなかった。年齢こつ
いては死台特平均63鼠生帯特51歳と死百字で有期こ高

〈、入車粉伊A倒EIIスコアーも死官学で21.5点、生禍特
15.8点と死台特有帯二重油、ゥfニ。紐昏同P/Fr蜘の蹴

値(死亡前日を除()は死亡群で 100mm滝、生存群で

161rrm均と有官こ低かった。白血球数の最大個ま死亡群で

'2fJ1lJ/μ|、生存群で1悶 /μ|と死亡群で有事こ高かった。

結酔の動車D白血球数i駄の CFF個こ有意さは認めら

れなかった。ATmの最低値は死亡群で64%、生存群で8
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2%と死亡群で有意に低値を剥Jたが、ひダイマーには差を

認めなかった。

組酎唖1邸)lPとM、コレステロール|こ有意差はなかった。

山拘置にも有意艶認めなかった。

考察

当脂肪州側S雛掴ま1.3%と1ω3年の急憎吸不全

実態踏委員会D報自こよるARDS猪苗破1.8%より低率で

あった。これは、当艦船入室患者のω%を術館、者が占め

るためと、札jの定鞠こある蹴商真上での融制的j鏑 唾

骸7)~糾期こより、知鵠舷が異なったと考えられる。
死亡率制70%と高率であったが、:tl.は、棚年に如蜘

らが発乱fこ、従来の多い1回鯨方まで智弘たAR>S患者

の死亡率と同;であった。当施設でもゆ99年から openlng 

命軍Wで管艶~T:>ており、その鵬費こついては鮒こな擬す
を婁すると思われる。

ステロイドの使用により予街こ変肋t鳳1のは従来の報告

通りであった。

予儲力のf怖い薗婚や、白血球の最大値の風¥P/F閣

の{也、、またはAPACHEII蜘曹の甑唾癌抑陀死亡率

が高〈、重症度が死亡率と関連する結果となった。Al.l.AR)S

の櫛生酒ま血管内劇糖と欄包上皮細部轄である。生存

群と死亡群でかダイマーlこ差が無〈、死亡群でATm値が低
かったのは、ATm値が血管内即時の程度を札ていた可
制勤tある。
繕否

艶働呪亡率と関乱ていた。

血管内崩軍書を反映するATm個ま、死亡群で有割こ{助、
った。

匂朋LungS同町で慢することで当』顧問AU'AR

DS腕の死亡鞠潤はるかは、今後の諜Eである。




